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二十歳の節目を迎え

郷土郷土でで新たな一歩新たな一歩を踏み出を踏み出すす
　大人の社会への仲間入りを自覚するため大人の社会への仲間入りを自覚するため

　人生の節目を迎えたこの日、それぞれの思いを胸に込めて　人生の節目を迎えたこの日、それぞれの思いを胸に込めて…………
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１．町民憲章を朗読する北島暖大さん１．町民憲章を朗読する北島暖大さん
２．式辞を述べる西山町長２．式辞を述べる西山町長
３．真剣な眼差しで式典に臨む対象者たち３．真剣な眼差しで式典に臨む対象者たち
４．大津瑞季さんと竹田昴さんによる宣言４．大津瑞季さんと竹田昴さんによる宣言
５．ロビーに設置されたフォトブースで記念撮影５．ロビーに設置されたフォトブースで記念撮影
６．南利樹さんによる謝辞６．南利樹さんによる謝辞
７．思い出のスライドショーで笑顔に７．思い出のスライドショーで笑顔に
８．恩師からのはなむけの言葉８．恩師からのはなむけの言葉
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４４
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まだ学生ではありますが、20歳と
いう節目を迎え、これから社会人
になるために、より一層自分の行
動に責任を持っていきたいと思い
ます。

20歳になり、大人として自覚を
持ち、責任感を持ちたいと思って
います。４月からは函館ですが、
知内に恩返しをできるよう、これ
からたくさん貢献していければい
いなと強く思います。

私は４月から社会人の一員となり
ます。不安なことばかりですが、
私らしく成長していきたいです。
また、お世話になった方々に恩返
しできるように頑張ります。

皆様、20歳おめでとうございま
す。これを節目に新たなことに挑
戦し、自分の可能性を広げること
で、自己を高め、目標を達成しま
す。努力と情熱を持ち続け、自分
自身を信じて前進していきます。

私は今、隣町の木古内町で働いて
います。まだまだ分からないこと
も多く慣れませんが、20歳とい
う自覚をもち、地元である知内の
ためにも日々努力して行きたいと
思います。

私は看護学校に通っています。今
は実習と勉強に励み、来年の国家
試験に合格して看護師になれるよ
うに頑張っていきます。

この場を借りてこの場を借りて

20歳の節目を迎え、感謝と興奮
が胸に広がります。今後はより深
く学び、成長していくことを意気
込んでおり、大切な人々との絆を
一層深め、より素晴らしい自分に
なるため努力します。

ひ
こ

と
と
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　多くの皆様のご支援いただき、３年越　多くの皆様のご支援いただき、３年越
しの開催を果たせました。関係者の皆様しの開催を果たせました。関係者の皆様
に改めて感謝申上げます。に改めて感謝申上げます。
　初心を忘れず、今一度、気を引き締め　初心を忘れず、今一度、気を引き締め
て頑張っていきたいと思います。て頑張っていきたいと思います。

実行委員長　小原　舜太実行委員長　小原　舜太

実
行
委
員
会 

の
皆
さ
ん



news&topicsまちの話題

Shiriuchi Public Relations 2024-2

new year fellowship

　功労・善行表彰式が１月９日、中央公民館で開
催され、町政の発展や公共の福祉、教育、文化、
スポーツなど、様々な分野で活躍された方々に対
し、西山町長から表彰状を贈呈しました。

町発展の功労者

松崎　光一　氏（上雷）　赤色
　消防団員として 40 年４か月在職し活躍
大嶋　貢　　氏（重内）　青色
　農業委員会委員として 15 年在職し活躍
岡田　敬司　氏（渡島知内）　青色
　教育委員として 14 年７か月在職し活躍
千葉　功司　氏（中ノ川）　青色
　教育委員として 14 年７か月在職し活躍
高田　正志　氏（元町）　青色
　消防団員として 30 年５か月在職し活躍

功労表彰
左から松本泰行氏、岡田敬司氏、松崎光一氏、西山町長、伊藤議長、大嶋貢氏、高田正志氏左から松本泰行氏、岡田敬司氏、松崎光一氏、西山町長、伊藤議長、大嶋貢氏、高田正志氏

commendation person of merit good deed
善行者を表彰

新年交礼会を開催

松本　泰行　氏（元町）
　�平成４年から知内元町ジャガーズ監督として
野球を通じ多くの青少年の心身の健全育成、
少年野球の指導・助言・組織運営等に貢献。

善行表彰

これらの表彰は、町が顕彰条例に基づき、
町に貢献された方を表彰するものです。

　森林に対し優良な手入れを行ってきたことが表され、熊谷典子さん
（湯ノ里）に「森と人を育てるコンクール」の優良賞が伝達されました。
　この賞は、同コンクール実行委員会が地域の模範となる優良林分
を育てている森林所有者等を表彰して、林業技術の向上や森林づく
りに対する意識高揚と参加促進を図ることを趣旨としています。

　同日には、年頭の恒例行事と
して、４年ぶりとなる新年交礼
会を開き、各界の 120 名が一
堂に会し、新年を盛大にお祝い
しました。

山本孝司西部森林室長（左）から表彰山本孝司西部森林室長（左）から表彰
状を受取る熊谷さん状を受取る熊谷さん

適切な森林管理へ優良賞伝達

祝杯をあげる名誉町民の脇本哲也氏祝杯をあげる名誉町民の脇本哲也氏 新年の挨拶を交わす出席者ら新年の挨拶を交わす出席者ら
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疑問点を解決すべく講師へ操作方法を聞く参加者ら疑問点を解決すべく講師へ操作方法を聞く参加者ら

　町内に住むシニアを対象としたスマホ教室が 12
月 14 日、18 日の２日間、中央公民館で開催され、
町民８名が参加しました。
　同教室は、知内町ＤＸ推進計画に基づく情報格差
対策の一環として国の事業を活用し、携帯電話会社
から講師を招き町が実施したものです。
　講師からは、実際にスマートフォンを操作しなが
ら電源の入れ方やアプリのインストール方法などの
講義が行われ、参加者は「頑張って覚えようね」と
談笑しながら深く学んでいる様子でした。

役場駐車場で人員報告・閲団点検が行われました役場駐車場で人員報告・閲団点検が行われました
西山町長から表彰状が手渡さ西山町長から表彰状が手渡さ
れされましたれされました

　消防団員や署員の士気を高め、火災や災害のない
１年を願い新春を飾る「令和６年知内消防団出初式」
が、１月４日、役場駐車場および中央公民館講堂で
行われ、消防団員ら 85 名が参加しました。
　表彰式では、長年消防団活動にご尽力いただいて

いる団員らの功績に対
し、北海道知事表彰を
はじめとした各表彰状
が伝達されました。

これまでの功績が称えられ叙勲受章

スマホ操作になれよう！

防災の決意新たに ――

　12月 28日、元知内消防署長の松井信幸さん（涌元谷地）へ瑞宝双光章、元知内消防団第２分団長の山
本政勝さん（涌元）へ瑞宝単光章が伝達されました。

危険業務従事者叙勲
　消防署長として常に最前線で
指揮を執り、災害現場では冷静
かつ勇猛果敢に立ち向かい、豊
富な知識と経験により被害軽減
に努め、又、防火思想の普及や、
消防力強化のため長期にわたり
尽力されました。

秋の叙勲
　36 年間と長期にわたり、消
防団員として地域住民のために
防災の要となり、知内町の火災
予防においてご活躍されまし
た。知内消防団分団長として団
員の模範となるべく消防団活動
に積極的に貢献されました。

松井 信幸さん 山本 政勝さん


